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研究成果の概要（和文）：当初の研究計画に即して、国際ワークショップと国際シンポジウムを

3 年連続で組織し、第一線で活躍する合計 14 名の研究者を世界各国から結集して、キリスト教

諸宗派、イスラーム、ユダヤ教などを対象に、広域的な視野のもとで異宗教・異宗派間の関係

を比較史的に研究した。これにより得られた共通認識をふまえて、研究者間の濃密な国際交流

ネットワークを構築し、研究代表者を編集責任者として、全員の協力による共著出版の準備を

進めることができた。 
 
研究成果の概要（英文）：In accordance with our original plan, we organized a number of 
international workshops over three consecutive years. In total, 14 renowned foreign 
historians were invited to these events. As the result, we succeeded in studying 
inter-religious and inter-confessional relationships between different Christian 
denominations, Islam, and Judaism from a comparative historical viewpoint and within a 
broad context. The common intellectual ground established through our research project, 
resulted in a dense international network of academic exchange, which is now moving 
towards a collective publication edited by the research leader. 
 
交付決定額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００９年度 8,300,000 2,490,000 10,790,000 
２０１０年度 8,400,000 2,520,000 10,920,000 
２０１１年度 8,400,000 2,520,000 10,920,000 
２０１２年度 9,400,000 2,820,000 12,220,000 

年度    
総 計 34,500,000 10,350,000 44,850,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：史学・西洋史 
キーワード：キリスト教、イスラーム、宗派対立、宗教的寛容、他者性 
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 現代世界において宗教問題の比重が増大
した結果、歴史学界では宗教史への新しいア
プローチが探究され、宗教対立を内包する国
際紛争が多発し「グローバル化」とともに宗
教的他者の存在が日常化するにつれて、異宗
教・異宗派間の共存と他者受容の問題とが歴

史学の課題として浮上していた。 
(2) 研究代表者がこれまで組織した 2 件の科
学研究費補助金事業「ヨーロッパにおける宗
教的寛容と不寛容の生成・展開に関する比較
史的研究」および「ヨーロッパにおける宗教
的・秘儀的な団体・結社に関する比較社会史
的研究」の成果を通じて、社会学的な受容・
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排除と思想論的な相剋・融和とを綜合しつつ、
一神教的宇宙論を共有するヨーロッパとイ
スラーム世界とに通底する宗教構造の解明
を目指す段階に到達した。 
 
 
２．研究の目的 
(1) 研究組織構成者は西方カトリック世界・
プロテスタント諸国・東方正教会・イスラー
ム圏のそれぞれについて、各自の専門領域を
超えて宗教的他者性の一般構造を仮説的に
提示し、議論の枠組みの提示を試みる。 
(2) 各研究者の個別研究を相互に比較し関連
させることにより、国民史・一国史の枠組み
を脱却し、真に国際的・広域的・普遍的な課
題を再発見する。 
(3) 国際ワークショップ・国際シンポジウム
を開催して、わが国の研究水準を国際舞台に
明示し、またアジア史研究者とも協力しつつ、
ヨーロッパを中心的な対象に据えつつも、開
かれた比較研究の場を創出する。 
 
 
３．研究の方法 
(1) 年 2 回、研究会を開催し、各研究者の専
門研究の報告を行った。 
(2) ヨーロッパ・中東地域で史料調査を行う
とともに、現地研究者との協力体制を築いた。 
(3) ホームページを開設し、研究内容を外部
に発信した。 
(4) 2 年目と 3 年目に国際ワークショップを、
4 年目に国際シンポジウムを開催し、本研究
の成果を集約して公表した。 
 
 
４．研究成果 
(1) 研究組織構成者は、研究会・ワークショ
ップ・国際シンポジウムへの参加を通じて、
各人の専門分野で宗教問題の重要性を再認
識しつつ、それを議論する共通の枠組みを自
覚的に探究し、議論の方法を習得した。 
(2) 平素は交流の少ない異なる専門分野の研
究者が持続的に情報交換と討論とを重ねる
ことにより、歴史研究の情報共有の幅を飛躍
的に拡大し、今後の共同研究のために多様で
広汎な交流ネットワークを構築した。 
(3) 組織構成者全員が海外研究者招聘に関与
することにより、各専門分野での国際交流を
充実させると同時に、それらを統括する研究
集会を通じて、本研究組織を十字路とする国
際共同研究の実績をあげ、ヨーロッパの出版
社から共著を刊行する計画を確定した。 
 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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⑰ 深沢克己「友愛と秘密への道のり」『UP』, 
査読無, 461, 2011, pp. 20-24 

⑱ 深沢克己「18 世紀末フランスの知的エ
リートとフリーメイソン―マルセイユ
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査読有, 72-1, 2011, pp. 57-76 

⑲ 齊藤寛海「黒海のイタリア商人」『ヨー
ロピアン・グローバリゼーションと諸文
化圏の変容 研究プロジェクト報告書』, 
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